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時に用いる生理食塩水の組成を Ikegaya et al., 


































示薬 Fluo-4 AM で染色を行った。刺激電極を外側













































と抑制性ニューロン集団の in vitro および in vivo
機能イメージング」 代表 採択 ５０万円 
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「聴覚系神経回路における興奮性と抑制性ニュー
ロン集団の in vitro および in vivo 機能イメージ
ング」 代表 採択 ２００万円 
 
科研費 新学術領域 ２０１１－１２年度 
「複雑音応答を生み出す神経回路の解析」 代表 
申請中 
図４．縦軸の細胞が活動した後に横軸の細胞
が活動する確率。PTX 後に縦軸方向に線がで
きており、多数の入力を受けて活動する細胞
の存在を示唆する。
図３．（左）PTX 前後で活動を示した細胞(ピ
ンク)と PTX 後のみ活動を示した細胞(赤)の分
布。(右)左図の２次元正規分布フィット。
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図１．電気刺激後 16.2ms におけるスライ
スの膜電位変化。（右）PTX 投与後。 
図２．電気刺激後 100ms 後におけるカルシ
ウム濃度増大を示した細胞の分布。PTX 投与
後(右)背腹軸方向の細胞分布が拡大した。 
